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教育レベルの保証と個の特性を活かす、 

「わかる、たのしい」電子教科書へ 
電子教科書では、 

“将来のある子どもたちに教育の質的レベルの保証と 

個の特性を活かす教科書” 

をいかに構成するかが大きな課題です。また、これを可能にするのが、電子教科書である

と考えます。 
電子教科書の新しい機能 

 現在の教科書や教師のクラス学習指導は主として、平均を中心にした学力の者を対象に

した指導（Ａ）をしているため一人ひとりを対象にした指導（Ｂ）の両特色を持つ構成・

提供ができないか検討が必要です。 
（木田先生がかつて教師・教科書は、平均近くの子供を中心に指導しており、集団と個の

関係を考えた学習指導ができる教材を提供・指導がどのようにすればできるか考えるべき

だと言われていました。） 
 
 
 
 

 
電子教科書の構成は、各個のカリキュラムの共通の教科書を作成するため、学習者一人

ひとりのカリキュラムに適した教育資料を考え、これに基づいて個から共通の教科書を創

る観点を持つべきです。 
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教育のレベルの保証と個の教育は、教師は、毎日の教師の教育実践の中で苦労している

事項であり、決して、新しい事柄ではありません。しかし、教育環境が整備されていなく

個と全体の学習指導にかかる教師の苦労を少しでも補助するのが、電子教科書であるとも

考えられます。 
すなわち、一人ひとりの教科書ができ、その共通化から教育レベルを保証した教科書が

構成できる電子教科書と個の教科書をいかに提供できるか、知恵を出すのが、新しい電子

教科書製作会社です。 

 

紙の教科書と電子教科書の制作による共通と個別の教科書の構成 
電子教科書製作機関（企業） 

 電子教科書の製作会社等の機能としては、次のような構成が必要であると考えられます。 

 

教育文化 
 

学習指導要領に対応した 
電子教科書の構成できる機関 

教材等の学習特性の 

調査分析 
 

学習プロセスの調査情

報のある学習教材等で

学習資料が構成できる

機関 

教材等の収集 
（撮影、記録）管理システム
 

著作権等の法と倫理を配慮

し、教材のデジタル・アーカ

イブが構成できる機関 
 

図書館 

（司書） 

博物館 

（学芸員）

ＭＬＡ 

（上級デジ

タル・アー

キビスト） 

( MLA : Museum Library Archive ) 

地域の歴史の文化、生活、

自然、文化財、産業等 

教材・ 

学習関連 

カリキュラム関係

 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱｰｶｲﾌﾞ関連

 

共 通 の 教 科 書

（紙） 
（記述も可） 

個 別 の 教 科 書

（紙） 

共通の電子教科

書 
個別の電子教科

書 

共通の参考資料 

・共通の教科

書の選定 
 
 
 
・個に適した

教科書の選

定 
 
 
・学習支援情

報 

共通の教科書 
出版配布 

電子教科書、関連

資料の保存・管理 
（共通・個のカリ

キュラム作成支

援ＤＢ） 

参考情報 
教師・保護者用の

各種資料の学習

特性情報 

電子教科書の開発 
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 教材の学習特性を多くもつ教材会社・教科書会社とデジタル・アーカイブ開発機能をも

つ機関が、新しい電子教科書会社としての活躍が望まれます。 
 
文化の継承（教育）としてのアーカイブを考える 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学院の電子教科書関連の教育カリキュラム 

 岐阜女子大学の電子教科書関連の大学院教育として関連のある科目は、大きく分けて、

デジタル・アーカイブ関連と教育方法関連で構成しています。この他に、博物館・図書館

などの文化情報管理関係の科目もあります。 
 今後、各科目の内容を整理し、電子教科書製作（会社）、教育研究・実践（教員等）の持

つべき能力とその人材育成についての方向性を再検討すべき時期だと考えます。電子教科

書は、紙の教科書のデジタル化と教材のデジタル化が進みだしました。しかし、本格的に

は、教育のどのような基本課題が、これにより変わるか、教科書制度から新しい教育とし

て現状を見直す時期だと思います。 
 

 

言葉（文字） 
竹簡・木簡でのアーカイブ 

紙 
（文字・絵の記録でのアーカイブ） 

紙、フィルム、テープ・・・ 
（文字、写真、図）紙の教科書 
（印刷ﾒﾃﾞｨｱとしての図書文化等） 

現状の教科書のデジタル化 
図書等のデジタル化による流通と

教育利用 

デジタル機能をもった新しい教育

文化と電子教科書（ﾃﾞｼﾞﾀﾙ･ｱｰｶｲﾌﾞ） 
 

紙の教

育利用 

各ﾒﾃﾞｨｱ

のｱｰｶｲﾌﾞ

利用 

第 1 ｽﾃｯﾌﾟ 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ 
ｱｰｶｲﾌﾞ 
初期 

第 2 ｽﾃｯﾌﾟ 
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ 
ｱｰｶｲﾌﾞ 

教師の教育活動の支援・整備 

教育のレベルの保証（維持）と個の特性を

活かす電子教科書（紙と電子教科書の特性

の利用および個別学習資料の提供） 

国定教科書から地域の教育委員会、学校 
教師等の教科書の選定 

紙は、教育の汎化（一般化）を進めた 
（特定の人の教育から、広い人々の教育へ）
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岐阜女子大学 大学院 文化創造学研究科 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

教育課程特講等 

（カリキュラム、学習指導

要領の基礎） 

 教育実践特講 

（各分野の教育内容の教

育実践） 

 教科教育方法特講 

（教育内容と教育方法の

関係） 

 

デジタル・アーカイブ演習 

（具体的な素材のアーカイブ化） 

 デジタル・アーカイブ特講 

（素材のデジタル化、著作権、

教材メタデータの構成等） 

 アーカイブ研究 

（無形・有形文化財のデジタ

ル教材化） 

  伝統文化特講（地域文化） 

（地域の無形・有形文化財、

文化活動のデジタル化） 

 教育情報特講 

（素材のデータベース化、シソ

ーラス、メタデータ等、電子教

科書の開発のための情報基礎

と教材の評価） 

教材開発特講Ⅰ 

（学習内容と指導方法の構成） 
電子教科書の構成 

教材開発特講Ⅱ 

電子教科書の開発 
（学習プロセスの評価） 

教育方法特講 

（教育のレベルと個に応

じた教育の方法へ） 

 

 

遠隔教育特講 

通信ネットワークを利用した学習

教育メディア特講 

（学習内容と学習指導） 
電子教科書プレゼンの方法と学

習・指導 

文化情報管理特講 

（博物館・図書館等の

情報管理・教育活用）

電子教科書 

デジタル・アーカイブ関連 教育関連 

素材のデジタル・

アーカイブ 
(コンテンツ利用) 

～電子教科書関係カリキュラム～ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

＊ 

（＊）は教職科目として対応 

実践力のある上級（教育）デジタル・アーキビストの育成カリキュラム 

（文責 後藤） 


